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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
＜水酸基を有するシリコン変性アクリルポリマー＞
　本発明で用いられる、水酸基を有するシリコン変性アクリルポリマー（以下、単にシリ
コン変性アクリルポリマーという）は、アクリル系重合体を主鎖とし、側鎖としてポリシ
ロキサンが結合しており、該アクリル系重合体の少なくとも末端に水酸基を有するグラフ
ト共重合体である。
　かかる構造のシリコン変性アクリルポリマーにあっては、ポリシロキサンから誘導され
る構造を有するために塗膜の撥水撥油性を向上させて汚染除去性の向上に寄与し、アクリ
ル系重合体から誘導される構造を有するためにフッ素樹脂との相溶性が良好となり汚染除
去性の持続性に寄与し、かつアクリル系重合体の末端に水酸基を有することにより、硬化
剤を介してフッ素樹脂と架橋反応を生じて耐溶剤性の向上に寄与すると考えられる。
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